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検討の背景・具体的な取組（全体像）
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今後の検討事項（令和５年度から令和６年度）
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○ 令和５年度から令和６年度にかけて検討を行う事項について概要を示す。

 令和５年度から令和６年度にかけて検討する事項（予定、昨年度から継続して検討している事項は除く）

標準IF

クラウド活用
・標準化
・NW検討

データべース
検討

検討テーマ 概要

消防本部間の位置情報転送に係る検討

実施事項 検討期間

119番通報の転送時に、通報者の位置情報を通話と合わせて
転送可能とする転送の仕組みの検討

令和５年度中

AVMに係る標準インターフェイス検討
消防指令システムとAVM間の標準インターフェイス検討（AVM
のコスト削減を目指した検討）

令和５年度
-令和６年度

119番入電件数等の収集に関する検討
（P.３では「災害情報収集」と表記）

消防本部の119番入電件数等を消防庁が一元的に収集できる
仕組みに関する検討

令和５年度
-令和６年度

消防業務システムの標準仕様に係る実証事
業

消防業務システムの標準仕様及びクラウド活用に関する実証
事業

令和５年度中

消防業務システムの標準仕様書第２版に係
る検討

実証事業等の結果等を踏まえた標準仕様書第１版（令和５年
度公開資料）からの更新検討

令和５年度
-令和６年10月頃

ネットワークに係る検討
消防本部とクラウド間を結ぶネットワークの要件検討、消防本
部がネットワークを調達する際の要件等の提示

令和５年度
-令和６年度

消防指令システム・消防業務システムの
データ移行の円滑化に向けた検討

両システム移行時における移行データの標準的なレイアウト・
仕様を定義する検討

令和５年度※

-令和６年10月頃

全体
高度化検討成果物に関する消防本部向け
支援（非検討）

公開文書を全国の消防本部で導入・利活用いただけるよう、公
開文書に関する説明や問い合わせ対応等、支援活動を行う

令和６年度

-（未定、継続実施）

 検討の結果、現在の高度化検討会の枠組みで実現不可と判断した事項

• 消防業務システムの標準化・クラウド活用で検討していた「クラウド上へ地図機能の集約をする」機能については、関係者確認及び実現手段・形
式の検討の結果、消防本部のコスト削減に資する機能とはならないと判断し、消防業務システムの標準機能には含めないこととした。

※消防指令システムに関する検討結果は令和５年度末に公開予定

消防機関が緊急通報サービスに求める条件
の整理

「消防機関への緊急通報に係る標準インターフェイス」を介す
緊急通報サービスについて一定の条件を定める検討

令和５年度中

仕様書の維持管理・更新 等
公開した標準仕様書等を維持管理するための更新サイクル等
について検討

令和５年度

-令和６年度



将来に向けた検討事項（１/２）
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○ 現在は、令和６年度から８年度にかけた消防指令システムの刷新ピークでの検討結果の活用を目指し検討してい
る。

○ 次の刷新ピークである10年後や中間刷新を控える５年後に向けては、さらなる高度化やコスト削減を目指した検討
が必要であると考えている。（現時点で想定されるものを例示）

 コスト削減・連携強化に向けた検討

【将来的な検討事項（例）】

さらなるコスト削減に向けた検討

• クラウドの活用や標準化だけではなく、様々な手段を用い
て消防指令システム・消防業務システムの導入・運用コスト
を低減させるための検討の継続

連携強化に向けた検討

• 消防機関の外（医療機関や警察など）との連携を視野にい
れ、消防本部の業務を高度化・効率化していくための仕組
みの検討

 クラウド環境での消防業務システムの活用拡充検討

【高度化検討会での実現事項】

• 消防業務システムの標準化

• 消防業務システムをクラウド上で構築できる環境の整備

【将来的な検討事項（例）】

クラウド上の消防業務システムと他システムの連携

• クラウド上の消防業務システムと他の関連システムとの有
効・有機的な連携構築によりさらなる業務の効率化や機能
の拡充 等
（例. 消防庁のシステムや、他の防災関連システム、民間
サービスなど）

クラウド上の消防業務システムに集約されたデータの利活用

• クラウド上に蓄積された消防に関するデータを集約し、災害
情報の分析や予測などに活用する等

活用拡充
検討

現在までオンプレミスのみであった消防システムのうち
一部がクラウドを活用できるようになったが、
クラウド環境を利用することによる、コスト以外のメリット
（システム連携やデータ利用）の追求は今後も必要

継続検討

【高度化検討会での実現事項】

• 消防本部業務を支援するための文書群の作成

• 消防本部のシステム間のインターフェイスの標準化

• 消防業務システムをクラウド上で構築できる環境の整備

消防本部の業務支援や消防本部内の連携強化、コスト
削減に資する検討を行ってきたが、
コスト削減の追求や、消防機関の枠組みを超えた連携
強化などさらなる検討は今後も必要



将来に向けた検討事項（２/２）
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○ 前頁の続き。

 活動隊における情報連携検討

 消防のシステムと他システムの連携強化・効率化

【活動隊における情報連携に係る状況】

• 活動隊（救急隊）におけるマイナンバーカードの活用検
討

• 活動隊における情報入力・閲覧用タブレットの利用拡大

【将来的な検討事項（例）】

取得したマイナンバーカード情報の活用

• 活動隊（救急隊）で取得したマイナンバーカードの情報を消
防指令システムや消防業務システム、その他消防のシステ
ムに連携することによるより有効な情報活用の検討

部隊活動用タブレットの連携強化

• 部隊活動用タブレットの機能（システムとしての区分け）を
明確化し、部隊活動を円滑化するために他システムとの連
携実現等に向けた検討

連携強化

【高度化検討会での実現事項】

• 消防指令システムと緊急通報サービスのインターフェイ
スの標準化（データ接続）

• 消防本部間の位置情報転送の実現 等

【将来的な検討事項（例）】

他機関とのデータ連携検討

• 医療機関における受入可能病床情報を各消防本部に有機
的（リアルタイム）に連携するための仕組みの検討

• 警察機関との事案情報の連携による、現場対応効率化の
仕組みの検討

消防本部間の連携強化

• 消防本部間で事案情報や映像等を共有し、大規模災害や
応援が必要な場合の消防本部間の連携を効率化する仕組
みやネットワーク等の環境整備に係る検討

連携強化

救急隊におけるマイナンバーカードの活用や、情報連
携用タブレットの導入など、活動隊の業務円滑化の検
討や取組が行われている。

そのような状況を鑑み、消防指令・業務システム側でも
取得した情報を有効活用できるかの検討が必要

標準インターフェイス検討などで検討対象としていた
システムは消防本部内、消防本部間のシステムであり、
他機関（医療機関や警察等）との連携強化や連携の効
率化については検討の余地がある


